
 

第
一
回 

説
話
・
伝
承
学
会
賞
の
決
定
に
つ
い
て 

  

説
話
・
伝
承
学
会
賞
お
よ
び
奨
励
賞
は
、
説
話
・
伝
承
学
会
の
一
九
八
一
年
四
月
の
創
立
か
ら
四
〇
周
年
を
記
念
し
、
会
則
に
定
め
る
第
二
条
お

よ
び
第
三
条
に
基
づ
き
、
会
員
の
研
究
活
動
へ
の
顕
彰
・
奨
励
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
二
一
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
回
は
、
二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
一
年
間
に
発
表
さ
れ
た
本
学
会
会
員
の
単
著
に
よ
る
書
籍
や
論
文
を
対
象
と
し
、
著
者
本
人

の
応
募
に
よ
る
候
補
の
中
か
ら
、
説
話
・
伝
承
学
会
賞
選
考
委
員
会
の
審
査
を
も
と
に
、
説
話
・
伝
承
学
会
委
員
会
に
お
い
て
以
下
の
通
り
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
な
お
、
授
賞
式
は
、
四
月
二
三
日
（
土
）
午
後
三
時
三
〇
分
よ
り
、
本
学
会
二
〇
二
二
年
度
春
季
大
会
の
席
上
に
て
行
い
ま
す
。 

 
 
 

二
〇
二
二
年
四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説
話
・
伝
承
学
会
代
表
委
員 

鵜
野
祐
介 

 

第
一
回 

説
話
・
伝
承
学
会
賞 

◇
中
前
正
志
『
寺
院
内
外
伝
承
差
の
原
理―

縁
起
通
史
の
試
み
か
ら―

』
法
蔵
館
二
〇
二
一
年
三
月
二
四
日 

 

【
贈
賞
の
理
由
】
本
書
は
、
膨
大
な
文
献
・
非
文
献
資
料
の
検
索
に
基
づ
き
、
精
緻
な
研
究
手
法
を
用
い
な
が
ら
、
縁
起
通
史
の
構
築
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。
縁
起
全
体
を
貫
く
「
内
外
伝
承
差
」
お
よ
び
「
原
理
」
を
求
め
て
、
大
胆
か
つ
創
造
的
な
仮
説
を
構
築
し
て
そ
の
検
証
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
学
術
的
価
値
の
極
め
て
高
い
著
作
と
し
て
評
価
さ
れ
、
贈
賞
に
相
応
し
い
と
の
意
見
で
一
致
し
た
。 

 

【
受
賞
者
の
紹
介
】
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授
。
専
門
領
域
は
宗
教
説
話
。 

  

第
一
回 

説
話
・
伝
承
学
会
奨
励
賞 

◇
間
枝
遼
太
郎
「
諏
訪
明
神
縁
起
に
お
け
る
聖
徳
太
子
伝
の
受
容
と
展
開―

『
諏
方
大
明
神
講
式
』
を
中
心
に―

」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
二
二
巻
第

五
号
、
二
〇
二
一
年
五
月
一
五
日 

 

【
贈
賞
の
理
由
】
本
論
文
は
、
分
析
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
選
択
に
お
い
て
疑
義
が
残
る
も
の
の
、
諏
訪
信
仰
に
「
聖
徳
太
子
伝
」
が
与
え
た
影
響

に
注
目
す
る
と
い
う
着
想
の
卓
抜
さ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
今
後
の
研
究
へ
の
発
展
性
へ
の
期
待
と
い
っ
た
点
に
鑑
み
て
、
奨
励
賞
に
相
応
し
い

と
判
断
し
た
。 

 

【
受
賞
者
の
紹
介
】
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
。
専
門
領
域
は
日
本
古
典
文
学
（
伝
承
文
学
、
神
話
） 

  

◇
児
島
啓
祐
「『
平
家
物
語
』
の
陰
陽
師
像
と
そ
の
史
的
背
景―

安
倍
泰
親
と
時
晴
の
対
比
表
現
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
日
本
文
学
』
第
七
〇
巻
第
八

号
、
二
〇
二
一
年
八
月
一
〇
日 

 

【
贈
賞
の
理
由
】
本
論
文
は
、
今
回
示
さ
れ
た
範
囲
で
の
研
究
の
ス
ケ
ー
ル
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
も
の
の
、
非
常
に
精
緻
で
手
堅
い
手
法
を
用

い
て
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
今
後
の
研
究
へ
の
発
展
性
が
期
待
さ
れ
、
奨
励
賞
に
相
応
し
い
と
判
断
し
た
。 

 

【
受
賞
者
の
紹
介
】
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。
専
門
領
域
は
中
世
文
学
。 


